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主催：国立情報学研究所 

学術コンテンツサービスの成長点　－新たなニーズへの挑戦－ 
第1部（10:30～12:00）最新プロジェクトのご紹介 
　　　　　　　　　　　　　－新KAKEN、JAIRO、次世代目録　他－ 
第2部（13:00～14:30）ひろがる、つながる、CiNiiの輪 
　　　　　　　　　　　　　－新CiNiiプレ公開＆トークセッション－ 

講師：第1部　国立情報学研究所学術コンテンツサービス研究開発センター、同学術基盤推進部 
　　　第2部　神崎正英氏（ゼノン・リミテッド・パートナーズ）、永崎研宣氏（山口県立大学）、片岡真氏（九州大学） 
　　　　　　コーディネータ：大向一輝（国立情報学研究所） 
 

DCBA

主催：（株）雄松堂書店　共催：CENGAGE Learning

コロンビア大学図書館所蔵「張学良関係文書」 
公開記念シンポジウム 
「日中関係史研究に新視角をもたらす 
張学良文書」 

講師：劉　傑（早稲田大学 教授） 
　　　川島　真（東京大学 准教授） 
コーディネーター：松岡　資明（日本経済新聞社） 

D

主催：図書館総合展運営委員会　共催：（株）雄松堂ファンタス 主催：梅光学院大学図書館　共催：県立神奈川近代文学館 主催：ロー・ライブラリアン研究会 

「今なお新しい、磯田光一のまなざし」 

講師：佐藤　泰正（梅光学院大学教授） 
　　　富岡　幸一郎（関東学院大学教授、文芸評論家、 
　　　　　　　　　県立神奈川近代文学館理事） 
 
 
 

学術情報オープンサミット 2008 
　対談　デジタル・ネット時代における著作権のありかた 

講師：中山　信弘（弁護士：西村あさひ法律事務所顧問、東京大学名誉教授） 
　　　三山　裕三（弁護士：三山総合法律事務所所長、東京理科大学客員教授） 
 

「図書館de法情報サービス Part# 
　 ～どこまでデジタル！？」 

講師：指宿　信、吉田　利宏、石川　万里子、中網　栄美子 
司会：岩隈　道洋 

FDAFDCB DCB

主催：（株）ネットアドバンス 主催：キハラ株式会社　後援：アメリカ大使館　社団法人 日本図書館協会 

eBook/電子資料の徹底使いこなし 
～利用率向上のための具体的施策～ 

講師：グッド長橋広行氏（ピッツバーグ大学　東アジア図書館） 
　　　井上　真琴氏（大学コンソーシアム京都） 
　　　中村　治子氏（イェール大学　東アジア図書館） 
　　　飯野　勝則氏（佛教大学図書館） 
 

「アメリカの図書館－サービスとスペースのトレンド」 
US Libraries : Trends in Spaces and Services 

講師：John Ison（Director of Library Relations for DEMCO） 
　　　Jan Ison（Executive Director of Lincoln Trail Libraries System） 
 

後援：アメリカ大使館 

F

主催：早稲田大学図書館 

書物という架け橋 
　～角田柳作と早稲田大学図書館～ 

講師：和田　敦彦（早稲田大学教育・総合科学学術院　教授） 

 

GEDCB G

主催：（社）全国学校図書館協議会 

FEB

講　　　義　「知識基盤社会における学校図書館の役割」　　　　　　　　森田　盛行（社団法人全国学校図書館協議会　理事長） 

実践発表１　「知識基盤社会における学校図書館の経営」　　　　　　　　小川　三和子（新宿区立津久戸小学校　司書教諭） 

実践発表２　「オンラインデータベースを活用した情報探索能力の育成」　平野　誠（中央大学附属高等学校　司書教諭） 

講　　　演　「知識基盤社会における学校図書館の在り方」　　　　　　　根本　彰（東京大学大学院教育学研究科　教授） 

主催：図書館総合展運営委員会　企画・後援：鶴見大学 主催：日外アソシエーツ（株） 主催：　　　図書館流通センター 

インターネット時代のレファレンス　第3弾 

講師：大串　夏身教授（昭和女子大学） 
 
 

空も飛べるはず、本もよめるはず 
～杉並区立松渓中学校読書活動の記録～ 

講師：伊藤 美佐子氏（杉並区立松渓中学校教諭） 
　　　池田 茂都枝氏（大学非常勤講師） 
　　　松渓中学校読書活動冊子作成委員のみなさん 
　　　他 

EDCBFB E

第10回図書館総合展特別フォーラム 
「公共図書館員のための最新司書教育授業体験フォーラム 
インターネット情報資源の信頼性と活用法」 

講師：原田　智子　教授 
　　 （鶴見大学文学部ドキュメンテーション学科） 
 

 

フォーラム会場（会議センター　3F－5F） 
第1会場：301／第2会場：302／第3会場：303／第4会場：304／第5会場：311＋312／第6会場：313＋314／第7会場：411＋412 

第8会場：414＋415／第9会場：416＋417／第10会場：501／第11会場：502

対象者　※枠内の記号は下記対象者向けのフォーラムです。 

A：学術情報オープンサミット関係向け／B：公共図書館関係者向け／C：機関・企業図書館関係者向け／D：大学・短大・高専図書館関係者向け 
E：小・中・高学校図書館関係者向け／F：一般／G：全般 
※対象者以外でも申込は可能です。 

フォーラムプログラム 11月26日（水）第1会場－第5会場

主催：（株）雄松堂書店　協力：CENGAGE Learning

主催：図書館総合展運営委員会　共催：（株）雄松堂ファンタス 主催：梅光学院大学　共催：県立神奈川近代文学館 

主催：キハラ（株）　後援：アメリカ大使館 

10：30～12：00
主催：障害者放送協議会 
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第2部：パネルディスカッション 
コーディネーター：土屋　俊（千葉大学文学部教授） 
講師：長尾　真（国立国会図書館長）、西尾　章治郎（大阪大学副学長・理事） 
　　　佐々木　俊尚（ITジャーナリスト）、二木　麻里（翻訳者、Ariadne主宰） 

障害者の情報アクセシビリティと著作権 
講師：阿刀田高（作家） 
　　　常世田良（日本図書館協会） 
　　　岩井和彦（全国視覚障害者情報提供施設協会） 
　　　井上芳郎（全国LD親の会） 

コーディネータ：河村宏（国立障害者リハビリテーションセンター） 

主催：　　　図書館流通センター 

TRCライブラリースタッフ研修会（一般の方は入場できません） 

主催：風山村 主催：（株）紀伊國屋書店　共催：週刊読書人 主催：Portico　（株）紀伊國屋書店　ユサコ（株） 

読書と書評と図書館と 

講師：永江　朗（ライター、早稲田大学客員教授） 
コーディネーター：植田　康夫（株式会社読書人　取締役編集主幹） 
 

紙漉き教室（中級編その2） 

　一日で紙を作る授業実践報告 

講師：田村　正（紙漉き継承者） 
 
 

Preserving Global e-Scholarship: Understanding Portico 
「世界の電子学術情報の永続的保存：Porticoへの理解」 

講師：ブルース・ヘテリック 
　　　（Bruce Heterick, Director of Library Relations） 

FEDCBFE D

主催：OECD（経済協力開発機構） 主催：エルゼビア・ジャパン（株） 

SourceOECDからOECDiLibraryへ 
－OECD統計データの効果的な使い方－ 

講師：François Barnaud（Head of Marketing Dept.   
　　　　　　　　　Public Affairs & Communications Directorate） 
　　　小野田　迅児（OECD東京センター副所長） 
　　　高橋　しのぶ（OECD東京センター 
　　　　　　　　　　マーケティングマネージャー） 
 
 
 

研究活動を効率化するScopus（スコーパス）の活用事例 
－論文発表の効率化とh指数を戦略的に利用する方法ー 
講師：冨澤　康子（東京女子医科大学　心臓血管外科） 
　　　柿田　佳子（エルゼビア・ジャパン株式会社 
　　　　　　　　データベースプロダクツ　プロダクトマネージャー） 

DCB DCA

主催：国立国会図書館 

主催：ユサコ（株） 

主催：図書館総合展運営委員会 

学術情報オープンサミット2008　特別企画 
デジタル時代における学術情報と図書館－貴重な資料の保存と未来への活用－ 

第1部：基調講演 
「ディジタル時代における学術情報と図書館」 
講師：長尾　真（国立国会図書館長） 

 

国の「デジタルアーカイブ」構築に向けて 
－国立国会図書館の取組－ 
講師：中山　正樹（国立国会図書館関西館　主任司書） 
　　　佐藤　毅彦（同　電子図書館課長） 
　　　大場　利康（同　電子図書館課　課長補佐） 
 
 
 F

電子ブックプラットフォーム：ebraryの今後の展望  
～新しいインターフェイスとJava Readerの紹介～ 
講師：Mr. Christopher Warnock 
　　 （Vice President, International sales）（予定） 

G

DBA G

主催：NPO知的資源イニシアティブ（IRI）　後援：　　　図書館流通センター 

Library of The Year 2008 
第1部：シンポジウム、第2部（3時半から）：最終選考 
（参加費：500円、1部のみ、2部のみの参加も同額） 

講師：第1部：高山　正也、片山　善博、赤池　学、山田　真美 
　　　第2部：大串　夏身、竹内　比呂也、村井　良子、柳　与志夫 
司会：伊藤　隆彦、河合　郁子 

FDCB

主催：図書館総合展運営委員会 主催：（株）リッテル 主催：（株）ネットアドバンス 

レファレンスサービスをパワーアップする 
Web2.0型レファレンスナビの開発 
講師：清田　陽司（東京大学情報基盤センター 助教） 
　　　井上　真琴（財団法人大学コンソーシアム京都 
　　　　　　　　事務局次長） 
 

ポスターセッション・ダイジェスト 
（ポスターセッション口頭発表会） 

コピペ問題を考える 
～大学などで今起こっているレポート作成の問題と対応策～ 

講師：杉光　一成（金沢工業大学大学院　教授　博士（工学）） 
　　　米澤　誠（NPO大学図書館支援機構） 

FDCG

G

ED

フォーラムプログラム 11月26日（水）第6会場－第11会場



フォーラムプログラム 11月27日（木）第1会場－第5会場

フォーラム会場（会議センター　3F－5F） 

第1会場：301／第2会場：302／第3会場：303／第4会場：304／第5会場：311＋312／第6会場：313＋314／第7会場：411＋412 

第8会場：414＋415／第9会場：416＋417／第10会場：501／第11会場：502

対象者　※枠内の記号は下記対象者向けのフォーラムです。 

A：学術情報オープンサミット関係向け／B：公共図書館関係者向け／C：機関・企業図書館関係者向け／D：大学・短大・高専図書館関係者向け 
E：小・中・高学校図書館関係者向け／F：一般／G：全般 
※対象者以外でも申込は可能です。 
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主催：読売新聞東京本社 主催：ユサコ（株） 主催：トムソン・ロイター 

主催：神奈川県図書館協会 

Ex Librisからの新しいイニシアチブ 
－図書館利用者の行動パターンから 
　　　　　　　　得られる新たな情報－ 

講師：Tamar Sadeh 
　　 （Ex Libris, Director of Marketing）（予定） 

インパクトファクターのつく学術雑誌ってなんだ？ 
－理想的なジャーナル選定のために 

講師：堀切　近史（トムソン・ロイター）ほか 

神奈川県図書館協会80周年記念パネルディスカッション 
「今、改めて“司書の専門性”を問う」 
コーディネーター：山本　宏義氏（関東学院大学教授） 
パネリスト：三村　敦美氏（座間市立図書館） 
　　　　　　鈴木　正紀氏（文教大学越谷図書館） 
　　　　　　松田　ユリ子氏（神奈川県立相原高等学校図書館） 
　　　　　　谷一　文子氏（（株）図書館流通センター） 

主催：デジタルライブラリアン研究会　後援：（株）紀伊國屋書店 

貸出履歴を利用した新しい利用者支援の展開 

講師：原田　隆史、松永　憲明、小野　永貴、 
　　　佐浦　敬之、山崎　博樹（アルファベット順） 
コーディネータ：逸村　裕 
 

DCFEDCB G

「知的技術としての新聞データベース活用法」 

講師：浜口　正博（読売新聞東京本社メディア戦略局専門委員） 
 
 

主催：（株）内田洋行 主催：　　　図書館流通センター 主催：　　　図書館流通センター 

TRC行政経営研究フォーラム 
「失敗に学ぶ行政改革、失敗しない図書館改革」 

講師：南　学（横浜市立大学理事　エクステンションセンター長） 
　　　木下　敏之（木下敏之行政経営研究所長、前佐賀市長） 
 
 

指定管理者制度導入をどうするか 
～国会附帯決議、総務事務次官通達を受けて～ 

講師：大塚　由良美（元　桑名市教育委員会生涯学習課長） 

FB

FDCBA

G FB

韓国図書館は今！ 
地域活性化の流れの中で、さらに高まる図書館の役割とは？ 
～図書館のIC化とデジタル化への事例と考察～ 

講師：中賀　伸芳（（株）内田洋行　海外プロジェクトリーダー） 

 

主催：（株）サンメディア 主催：独立行政法人　科学技術振興機構 

研究者に対する有益な情報調査関連サービスの提供について 
～旭化成グループ　情報調査セクションでの取り組みを通して～ 

講師：中村　栄氏（旭化成株式会社　知的財産部　技術情報グループ長） 
 
 
 

図書館と著作権－権利制限を巡る著作権法の動向－ 

講師：山下　和茂氏（文化庁長官官房著作権課長） 
　　　その他図書館関係者 
コーディネーター：末廣　恒夫氏（複写と著作権メーリングリスト主宰者） 

DC EDCB

主催：神奈川県資料室研究会 主催：神奈川県図書館協会 

神奈川県図書館協会80周年記念式典 
記念講演会「子どもの本が窓になる」 

講演：さくま　ゆみこ氏（児童文学翻訳家）　 

「次の世代に仕事をつなげる 
　 －伝える、鍛える、育てる－」 

講師：長縄　友子氏（味の素（株）ライフサイエンス研究所図書室） 
　　　藤村　和男氏（富士通（株）情報部） 
　　　河村　融氏（藤沢市辻堂市民図書館長） 
 
 
 G FB EDCB

主催：Wiley-Japan 主催：（株）紀伊國屋書店 主催：キハラ（株） 

電子リソースを使いこなす！ 
WorldCatを起点としたOCLCのサービスと 
今後の展開 

講師：坂口　泉（OCLC） 
　　　新元　公寛（紀伊國屋書店） 
 
 
 

「今日からできる、本の簡易補強・補修 
～体験編～」 

講師：高尾　齊（キハラ株式会社　製本アドバイザーチーフ） 

DCDC FEDCB

Wiley-Blackwell の電子プロダクトについて 

講師：大原　寿人（シニア・セールス・マネージャー） 

 

フォーラムプログラム 11月27日（木）第6会場－第11会場
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主催：NPO知的資源イニシアティブ　後援：（株）図書館流通センター 主催：（社）日本図書館協会施設委員会　協力：図書館総合展運営委員会 

図書館建築・既存施設からの転用を考える　“学校から図書館”にみる現状と課題 
講師：倉斗　綾子（首都大学東京）、益子　一彦（三上建築事務所）、阿部　明美（多摩市立図書館） 
施設委員会委員：植松貞夫、阿部峰雄、小畑信夫、川島宏、木野修造、菅沢美恵、冨江伸治、 
　　　　　　　　中井孝幸、柳瀬寛夫 

特別講演「学校建築の転用－手法と課題－」 
講師：倉斗　綾子（首都大学東京） 
事例報告：「1．潮来市立図書館」「2．渋谷区立臨川みんなの図書館」「3．多摩市立図書館（本館）」 
パネルディスカッション　ほか 

もうOPACなんていらない!? 
－Google時代の文献検索と目録サービス－  
パネリスト：高野　明彦（国立情報学研究所） 
　　　　　　林　賢紀（農林水産研究情報総合センター）ほか 
　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略、五十音順） 
コーディネータ：野末　俊比古（青山学院大学） 
 

DCBA D

主催：レクシスネクシス・ジャパン（株） 主催：LibQUAL Japan 　後援：丸善（株） 主催：丸善（株） 

大学のミッション・ビジョン策定に評価システム 
を活用する 
　評価指標LibQUAL+Rの報告 
講師：佐藤　義則（東北学院大学教授） 
　　　市古　みどり（慶應義塾大学理工学メディアセンター） 
　　　岡田　高志（大阪大学附属図書館） 
 

近未来法モデルとしてのコピーマート 
－コンテンツ流通にかかる著作権処理システムと 
オンライン日本法情報サービスの展開 

講師：北川　善太郎（京都大学名誉教授、国際高等研究所副所長） 

私の理想の図書館 
－丸善ライブラリーニュースアドバイザーの集い－（公開編集会議） 
司会：岡本　真（ACADEMIC RESOURCE GUIDE編集長） 

講師：竹内　比呂也（千葉大学教授） 
　　　常世田　良（（社）日本図書館協会事務局次長） 
　　　市古　みどり（慶應義塾大学理工学メディアセンター） 
　　　西森　年寿（東京大学教養学部　特任准教授 KALS) 
　　　河村　俊太郎（東京大学　図書館情報学研究室） 

DAA G

CBA

主催：図書館総合展運営委員会 主催：　 　 独立行政法人　物資・材料研究機構（NIMS） 主催：センゲージ ラーニング（株） 

「デジタルライブラリーのその先に見えるもの」 
1. 材料系サブジェクトリポジトリを目指したNIMS eSciDoc 
講師：谷藤　幹子（物質・材料研究機構　科学情報室長） 

2. eSciDoc - A New Vision for the Management of Scientific Information in the Max Planck Society 
講師：Laurent Romary（Max Planck Digital Library, Director） 

3. 研究者が使いたくなるリポジトリの機能とは？ 
講師：轟　眞市（物質・材料研究機構　光材料センター主幹研究員） 
 
 
 
 

ポスターセッション・ダイジェスト 
（ポスターセッション口頭発表会） 

なぜ新聞データベースにきかなかったのか？ 
－図書館が拓く大学教育の新たなる可能性 

講師：井野瀬　久美恵（甲南大学学長補佐・文学部教授） 

GG FDB

主催：DRF：Digital Repository Federation 主催：DRF：Digital Repository Federation 主催：DRF：Digital Repository Federation

第4回DRFワークショップ（2） 
「日本の機関リポジトリとそのテーマ2008：テーマ別ディスカッション」 

1.「学位論文ネットワークの形成を目指して－メタデータとデジタル化」、 

2.「デジタル時代の文献デリバリー：ILLはどうなる？　IRはどうする？」、 

3.「リポジトリを背負う人材育成」、4.「デジタル時代の学術情報流通と著作権」 

講師：1. 山本　哲也（名古屋大学情報推進部）、2. 杉田　茂樹（北海道大学附属図書館）、 

　　　3. 大場　高志（一橋大学学術・図書部）、4. 斎藤　未夏（筑波大学附属図書館） 

第4回DRFワークショップ（1） 
「日本の機関リポジトリとそのテーマ2008： 
　事例発表　－いくつかの進行中のリポジトリ」  

講師：寺田　美樹（北陸先端科学技術大学院大学附属図書館） 
　　　谷口　慶子（大阪教育大学附属図書館） 
　　　原　健治（同志社大学総合情報センター） 

第4回DRFワークショップ（3） 
「日本の機関リポジトリとそのテーマ2008： 
横浜宣言　－4つのアクションプランの提案」 

ショートコミュニケーションタイム 
 
発表者：1.－4.　同左 

DCBADCBA DCBA

主催：国立情報学研究所 主催：シュプリンガー・ジャパン（株） 

シュプリンガー・ジャパン　25周年記念シンポジウム 
「シュプリンガー 25年の歩み、そして未来への指針」通訳付  
Derk Haank（デレック・ハーンク）シュプリンガー CEO 
第一部：「シュプリンガーにおけるイノベーション」（講演）通訳付  
Wim van der Stelt（ヴィム・ファン・デア・ステルト）シュプリンガー　ビジネス・ディベロップメント　エグゼクティブ・バイスプレジデント 
第二部：「学術情報の未来」（パネルディスカッション）通訳付  
Derk Haank（デレック・ハーンク）シュプリンガー CEO 、土屋　俊（千葉大学文学部教授） 
第三部：「数学者と図書館、若者たちの未来」  
秋山　仁（数学者） 

Open Access Update 
講師：Martin Richardson（Oxford University Press,  
　　　　　　　　　　　　Academic Books and Journals, Director）　 
　　　林　和弘（日本化学会学術情報部課長・SPARC Japan運営委員） 
 
 
 

DCA FDCA





出展者プレゼンテーションプログラム

※プレゼンテーション会場は展示会場内にございます。 

D

11：00～11：40

13：00～13：40

14：00～14：40

15：00～15：40

16：00～16：40

17：00～17：40

11月26日（水） 11月27日（木） 11月28日（金） 

読売新聞東京本社 

「新時代の新聞記事データベース」  

講師：竹村　政博（読売新聞東京本社メディア 
　　　　　　　　戦略局データベース部次長） 

 

 

 

SAGE Publications Asia-Pacific Pte Ltd. 
「セージ・パブリケーション」 
SAGE Publications Content and Support Updates 
「セージ出版物のご紹介と今後に関して」 

講師：This session serves to inform librarians  
　　　of the latest content developments from  
　　　Sage Publications. New product  
　　　developments and marketing support  
　　　will be highlighted. 
 
 

G G

エルゼビア・ジャパン（株） 

研究活動を効率化するScopus（スコーパス） 
の活用事例と最新情報 

講師：柿田　佳子（エルゼビア・ジャパン株式会社 
　　　　　　　　データベースプロダクツ 
　　　　　　　　プロダクトマネージャー） 

 

 

日本事務器（株） 

システム担当者向けITツール初級講座 
＊Excelでここまでできる！　カンタン統計作成！ 
＊Microsoft純正ツールでOPAC端末の 
　セキュリティ強化！ 
＊WebOPACのアクセス統計はGoogle 
　を使ってビジュアルで把握！ 

講師：CILIUSサポートセンター 

 

 

（株）紀伊國屋書店 

学術系eBookサービスの現状とNetLibrary 
　＊学術系eBookサービスと電子情報資源管理 
　＊NetLibrary導入の利点 

講師：林　信弘（紀伊國屋書店電子商品営業部） 

 

 

 

（株）国際マイクロ写真工業社 

「撮影から閲覧まで 
　～俯瞰撮影装置・画像閲覧システム～」 

講師：東　龍治（（株）国際マイクロ写真工業社） 

「画像閲覧システム事例紹介」 

講師：石川　徹也教授（東京大学史料編纂所） 
 
 

日外アソシエーツ（株） 

「NICHIGAI/WEBサービスの今後の展望　　　 
～コンテンツの融合へ」  

講師：和田　淳（日外アソシエーツ（株）　 
　　　　　　　第一営業部　営業課）　 

 

 
 
 

　　　図書館流通センター 

図書館の新しい可能性を拓くTRC雑誌データ 

講師：松木　暢子（株式会社　図書館流通センター　 
　　　　　　　　　　データ部長） 

 

 

 

 

（株）インフォマージュ 

画像データベースの制作と機関リポジトリ 
の著作権許諾作業の紹介 

講師：中馬　秀行（（株）インフォマージュ 
　　　　　　　　統括シニアシステムアドバイザー） 

 

 

（株）サンメディア 

図書館における電子リソースの価値を高めるには 
～増え続ける電子リソースの包括的管理と効果的 
な活用について 
SerialsSolutions、RefWorks、Factiva、PierOnline、 
医中誌Web、JDreamIIアップデート　等 

講師：e-Port 
 
 

（株）高度情報システム 

ICタグを使用した廉価な資料管理システム 
の提案 

講師：湯浅　一夫 

 

 

 

 

シュプリンガー・ジャパン（株） 

シュプリンガー・アップデート 
－新機能や新情報を一足早くご紹介－ 

講師：田辺　可奈絵（シュプリンガー・ジャパン株式会社 
　　　　　　　　　イープロダクツ・マネジメント） 

 

 

丸善（株） 

明治～昭和前期の雑誌記事・地方誌他の 
索引化する意義について 

講師：藤巻　修一（株式会社　皓星社　代表） 
進行：矢次　斉之（丸善（株）　教育・学術事業本部 
　　　　　　　　商品センター） 

 

 

スエッツ　インフォメーション　サービス（株） 

電子リソース管理・活用方法のご紹介 
－SwetsWiseシリーズ（二次情報検索・横断検索・ 
　リンクリゾルバ・利用統計）を活用して 

講師：井上 淳也 
　　　（スエッツ　インフォメーション　サービス株式会社 
　　　　マーケティングサービス・マネージャー） 
 

 

 

インフォコム（株） 

これからの図書館業務システム  
～弊社が考えるMLA（博物館／美術館・ 
　図書館・公文書館）の連携とは～ 

講師：三須　信幸 
 

 

 

 

G

C

DCEDBA

G

DCADC
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G

G

G

DC G

EDCB

独立行政法人　科学技術振興機構 

JST科学技術文献情報の新しいサービス 
～解析・可視化ニーズに対する商品戦略／ 
研究者・技術者向けサイトのリニューアル（仮題） 

講師：小林　義英（科学技術振興機構　情報提供部　商品・システム開発課） 

 

 

 

EDCB

【対象者】 
　A：学術情報オープンサミット関係向け　 
　B：公共図書館関係者向け 
　C：機関・企業図書館関係者向け 
　D：大学・短大・高専図書館関係者向け 
　E：小・中・高学校図書館関係者向け 
　F：一般 
　G：全般 

 

逐次通訳有 

 


